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輪
島
市
街
地
で
は
い
た
る
と
こ
ろ
で

家
屋
が
倒
壊
し
て
い
た　
　
　
　
　

協会行事案内参加ご希望の方は、必ず事前にお申し込み下
さい。Ｍ＆Ｄホールは保険医会館東隣りです。

お申し込みは右のQRコードから
協会行事予定の「お申込み」へ

日
時　

３
月
16
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

 

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）
＋
Ｚ
ｏ
ｏ

ｍ
を
使
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用

講
師　

 

富
永
敏
彦
氏
（
徳
島
県
開
業
、
日
本
歯
内
療
法
学
会

専
門
医
・
指
導
医
）

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

80
人

高
周
波
通
電
を
応
用
し
た
難
症
例
・
難
治
症
例
へ
の

戦
略　

高
周
波
歯
内
療
法
（
Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｔ
：Electro-

M
agnetic A

pical Treatm
ent

）

大
阪
市
東
部
・
北
部
地
区
総
会
記
念
講
演

日
時　

４
月
６
日
（
土
）
午
後
６
時
45
分
〜
８
時
45
分

会
場　

 

エ
ア
ポ
ー
ト
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
泉
佐
野
２
Ｆ
（
南
海

本
線
「
泉
佐
野
駅
」
下
車
）

講
師　

胡
健
介
氏
（
胡
法
律
事
務
所
々
長
）

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

50
人

医
事
紛
争
の
予
防
と
患
者
対
応
（
仮
）

泉
州
地
区
総
会
記
念
講
演

日
時　

 

３
月
23
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
総
会
、
終
了
後
記
念

講
演

会
場　

サ
ニ
ー
ス
ト
ン
ホ
テ
ル
江
坂　

本
館
３
階
富
士
の
間

　
　
　

（
北
大
阪
急
行
「
江
坂
」
駅
⑦
出
口
徒
歩
１
分
）

講
師　

岡
崎
定
司
氏
（
大
阪
歯
科
大
学
名
誉
教
授
）

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

50
人

義
歯
の
不
調
を
解
消
す
る
！
日
々
の
臨
床
に
お
け
る

義
歯
調
整
の
ポ
イ
ン
ト

北
大
阪
地
区
総
会
・
記
念
講
演

日
時　

３
月
24
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分
〜
12
時
30
分

会
場　

 

東
大
阪
市
文
化
創
造
館　

創
造
支
援
室
Ｄ
２
（
東
大

阪
市
御
厨
２
―
３
―
４　

２
階
）

講
師　

 

楠
尊
行
氏
（
大
阪
歯
科
大
学
附
属
病
院
高
齢
者
歯
科

　

講
師
）

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

50
人

１
か
ら
始
め
る
口
腔
機
能
低
下
症
〜
検
査
方
法
か
ら

臨
床
応
用
ま
で
〜

東
大
阪
・
八
尾
・
柏
原
地
区
総
会
記
念
講
演

日
時　

３
月
30
日
（
土
）
午
後
７
時
〜
９
時

会
場　

サ
ン
ス
ク
エ
ア
堺
（
Ｊ
Ｒ
堺
市
駅
下
車
）

講
師　

 

小
倉
孝
文
氏
（
堺
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
口
腔
外

科
部
長
）

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

80
人

歯
科
開
業
医
が
知
っ
て
お
き
た
い
口
腔
粘
膜
疾
患

（
仮
）

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区
総
会
記
念
講
演

無料相談

雇
用　

３
月
21
日
（
木
）
14
時
〜
16
時

法
律　

４
月
１
日
（
月
）
14
時
〜
16
時

税
務　

４
月
17
日
（
水
）
14
時
〜
17
時

※ 

会
場
は
保
険
医
会
館
。
１
週
間
前
ま
で
に
要
申
し
込
み

談
話
室　

だ
ん
わ
室

談
話
室　

だ
ん
わ
室

Ｊ
Ｄ
Ａ
Ｔ
兵
庫

輪
島
市
街
地
支
援
へ

　

兵
庫
県
は
愛
知
県
の
後
を

引
き
継
い
で
１
月
26
日
か
ら

輪
島
市
街
地
を
割
り
当
て
ら

れ
た
。
Ｊ
Ｄ
Ａ
Ｔ
兵
庫
の
第

１
陣
は
、
加
古
川
中
央
市
民

病
院
歯
科
口
腔
外
科
部
長
の

橘
進
彰
先
生
、
と
き
わ
病
院

歯
科
研
修
医
の
檜
山
弥
侑
先

生
と
私
の
３
人
で
の
構
成
だ

　

今
年
元
日
の
能
登
半
島
地
震
に
つ
い
て
、
兵
庫
県
保
険
医

協
会
副
理
事
長
の
足
立
了
平
氏
が
、
日
本
歯
科
医
師
会
の
Ｊ

Ｄ
Ａ
Ｔ
（Japan 

Dental 
Assistant 

Team

日
本
災
害
歯

科
支
援
チ
ー
ム
）
と
し
て
１
月
26
日
か
ら
被
災
地
で
歯
科
医

療
支
援
に
赴
い
た
。
２
月
15
日
付
の
兵
庫
県
保
険
医
新
聞
で

掲
載
さ
れ
た
レ
ポ
ー
ト
か
ら
一
部
抜
粋
し
て
紹
介
す
る
。

っ
た
。

　

輪
島
市
役
所
内
の
医
療
支

援
受
付
で
チ
ー
ム
名
を
登
録

し
、
滋
賀
県
Ｄ
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ

（
災
害
時
健
康
危
機
管
理
支

援
チ
ー
ム
）
の
指
揮
下
に
入

る
こ
と
に
な
っ
た
。

避
難
所
は
水
場
が

遠
く
歯
磨
き
の
壁
に

　

滋
賀
県
の
保
健
師
さ
ん
か

ら
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
指
示
を

　

２
月
19
日
、
厚
労
省
が
２

０
２
４
年
度
の
公
的
年
金
額

を
発
表
し
た
。
本
来
な
ら
物

価
上
昇
率
に
合
わ
せ
３
・
２

％
増
と
な
る
べ
き
だ
が
、
賃

金
の
伸
び
率
が
３
・
１
％
だ

か
ら
と
い
う
こ
と
で
、
ま
ず

０
・
１
％
減
ら
さ
れ
、
さ
ら

に
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
が

発
動
さ
れ
０
・
４
％
減
ら
さ

れ
、
物
価
上
昇
率
よ
り
結
果

的
に
０
・
５
％
削
減
の
２
・

７
％
増
に
と
ど
ま
る
年
金
改

定
率
と
な
っ
た
。

　

自
公
政
権
は
、
２
０
１
２

年
の
政
権
復
帰
後
か
ら
年
金

額
の
伸
び
を
抑
制
し
て
き

た
。
こ
の
た
め
、
２
０
１
３

年
か
ら
２
０
２
４
年
の
12
年

間
で
物
価
は
１
割
も
上
昇
し

た
が
、
年
金
額
は
３
％
程
度

の
伸
び
に
抑
え
ら
れ
て
い

る
。
実
質
こ
の
10
年
間
で
年

金
生
活
者
に
と
っ
て
は
７
％

程
度
の
年
金
収
入
が
目
減
り

し
た
形
と
な
る
。

　

年
金
額
の
抑
制
あ
り
き

で
、
国
民
に
と
っ
て
分
か
り

に
く
い
計
算
の
仕
組
み
を
導

入
し
て
い
る
国
は
、
日
本
だ

歯
科
医
院
貸
与

【
住
所
】
吹
田
市
高
野
台
１

丁
目

【
最
寄
駅
】
阪
急
千
里
線

「
南
千
里
」
駅

【
面
積
】
１
２
０
㎡

【
設
備
等
】
チ
ェ
ア
３
台

（
６
台
可
能
）
、

パ
ノ
ラ

マ
、
口
腔
外
バ
キ
ュ
ー
ム

【
金
額
】
月
額
18
万
円

【
連
絡
先
】
担
当
・
石
岡
Ｔ

Ｅ
Ｌ
０
９
０
―
７
４
９
１
―

１
０
４
４　

Ｆ
Ａ
Ｘ
06
―
６

８
３
２
―
９
１
８
５

◇

　

交
渉
は
当
事
者
間
で
お
願

い
し
ま
す
。

さ
れ
た
の
は
輪
島
中
学
校
。

こ
こ
は
風
呂
、
ト
イ
レ
、
水

な
ど
は
完
備
し
て
い
た
。
２

５
０
人
の
避
難
者
が
校
舎
と

ア
リ
ー
ナ
に
分
か
れ
て
生
活

し
て
お
り
、
３
階
建
て
の
校

舎
の
３
階
部
分
は
コ
ロ
ナ
、

ノ
ロ
の
感
染
棟
と
し
て
隔
離

さ
れ
て
い
た
。

　

ア
リ
ー
ナ
に
は
テ
ン
ト
が

並
び
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
保
た

れ
て
い
た
が
、
水
場
が
な

く
、
洗
顔
、
歯
磨
き
、
ト
イ

レ
な
ど
は
す
べ
て
靴
を
履
き

替
え
て
校
舎
ま
で
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
20
人
ほ
ど

に
聞
き
取
り
を
し
た
。
30
〜

40
ｍ
で
あ
っ
て
も
夜
は
面
倒

に
な
り
、
つ
い
歯
磨
き
が
お

ろ
そ
か
に
な
る
と
言
う
人
が

少
な
か
ら
ず
い
た
。

　

支
援
物
資
は
豊
富
で
あ
る

が
、
口
腔
ケ
ア
用
品
が
届
い

て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
い
人

も
お
り
、
ま
た
、
口
腔
ケ
ア

が
肺
炎
を
予
防
す
る
と
知
っ

て
い
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な

か
っ
た
。
歯
科
衛
生
士
が
避

難
所
に
１
人
張
り
付
く
こ
と

で
解
決
す
る
と
思
わ
れ
た
。

輪
島
の
中
心
地

河
井
地
区
を
回
る

ッ
ズ
が
ほ
と
ん
ど
届
い
て
い

な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。

肺
炎
予
防
の
た
め
の

口
腔
ケ
ア
の
認
知
度

は
ま
だ
ま
だ

　

支
援
物
資
の
中
に
は
比
較

的
口
腔
ケ
ア
グ
ッ
ズ
が
多
く

入
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

た
。
し
か
し
、
歯
科
専
門
職

が
い
な
い
た
め
使
用
方
法
が

わ
か
ら
な
か
っ
た
り
届
い
て

い
る
こ
と
す
ら
知
ら
な
か
っ

た
り
す
る
場
面
が
多
く
見
ら

れ
た
。

　

何
よ
り
も
口
腔
ケ
ア
が
肺

炎
か
ら
高
齢
者
の
命
を
守
る

と
い
う
こ
と
が
認
知
さ
れ
て

い
な
い
と
感
じ
る
こ
と
が
多

か
っ
た
。
歯
科
治
療
よ
り
も

こ
の
啓
発
が
徹
底
さ
れ
な
け

れ
ば
二
次
避
難
先
で
も
肺
炎

を
予
防
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
多
く
は

水
が
十
分
に
届
い
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
歯
磨
き
や

入
れ
歯
の
洗
浄
に
飲
み
水
を

使
う
こ
と
に
罪
悪
感
を
持
つ

と
い
う
方
が
多
く
、
他
人
の

目
を
気
に
し
て
飲
み
水
の
使

用
を
控
え
る
方
が
い
た
こ
と

は
東
日
本
大
震
災
と
同
じ
で

あ
っ
た
。

長
く
続
く
支
援
の
先

　

今
回
の
被
災
は
、
高
齢
化

率
が
50
％
を
超
え
る
過
疎
地

を
広
域
に
わ
た
り
襲
っ
た
特

異
な
地
震
災
害
で
あ
る
。
二

次
避
難
は
関
連
死
や
健
康
被

害
の
拡
大
を
防
ぐ
か
も
し
れ

な
い
が
、
健
康
に
不
安
を
抱

え
た
老
夫
婦
だ
け
が
暮
ら
す

家
が
全
壊
し
た
場
合
、
再
建

の
道
は
難
し
い
。
避
難
所
は

そ
ろ
そ
ろ
出
て
い
か
ざ
る
を

得
ず
、
仮
設
住
宅
も
恒
久
的

で
は
な
い
。
避
難
し
た
そ
の

後
の
ケ
ア
が
課
題
だ
。

削減ルールは日本だけ
矢部あづさ（八尾市）

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
後
の
輪
島
市
を
訪
ね
て

緊急レポート

避
難
し
た
そ
の
後
の
ケ
ア
が
課
題

兵
庫
県
保
険
医
協
会
副
理
事
長　

足
立
了
平
（
と
き
わ
病
院
歯
科
・
歯
科
口
腔
外
科
部
長
）

救
援
募
金
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

【
救
援
募
金
の
方
法
】
３
月
28
日
（
木
）
〆
切

　

会
費
引
き
落
と
し
口
座
か
ら
の
お
引
き
落
と
し
。

　

※ 

２
月
差
引
明
細
書
に
同
封
し
た
「
救
援
募
金
口
座

引
き
落
と
し
承
諾
書
」
に
ご
記
入
の
う
え
、
協
会

ま
で
フ
ァ
ク
ス
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

※ 

お
引
き
落
と
し
し
た
募
金
は
、
協
会
の
専
用
口
座

に
入
金
し
た
後
、
全
額
を
左
記
の
災
害
義
援
金
分

配
委
員
会
に
拠
出
し
ま
す
。

【
募
金
の
届
先
】

　

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
の
被
災
都
道
府
県
（
予

定
：
石
川
県
、
富
山
県
、
新
潟
県
、
福
井
県
）
が
設
置

す
る
義
援
金
分
配
委
員
会
等

救
援
募
金
は
寄
付
金
控
除
の
対
象
で
す

け
で
あ
る
。
欧
米
諸
国
は
物

価
上
昇
の
も
と
で
年
金
額
を

引
き
上
げ
て
い
る
。
普
通
の

国
は
、
物
価
や
賃
金
に
合
わ

せ
て
年
金
が
引
き
上
げ
ら
れ

る
明
確
な
基
準
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
日
本
は
物
価
と

賃
金
の
上
昇
を
尻
目
に
マ
ク

ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
と
い
う
分

か
り
に
く
い
計
算
式
を
入

れ
、
生
活
者
に
必
要
な
年
金

額
で
は
な
く
、
政
府
に
都
合

の
い
い
年
金
額
に
な
る
よ
う

に
ル
ー
ル
が
作
ら
れ
て
い

る
。

　

物
価
上
昇
に
合
わ
せ
た
年

金
額
に
す
る
べ
き
だ
し
、
賃

金
も
物
価
上
昇
に
見
合
う
賃

金
へ
と
た
だ
ち
に
是
正
す
べ

き
だ
。
そ
う
で
な
く
て
は
生

活
で
き
な
い
。

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震

　

家
屋
の
倒
壊
は
市

役
所
か
ら
朝
市
が
開

か
れ
る
あ
た
り
に
か

け
て
の
観
光
地
輪
島

の
中
心
部
が
ひ
ど

い
。
い
た
る
と
こ
ろ

の
路
地
で
家
屋
が
倒

壊
し
道
を
塞
い
で
い

る
。

　

翌
27
日
は
こ
こ
を

回
る
。
避
難
者
の
ほ

と
ん
ど
が
高
齢
者
で

あ
る
。
避
難
所
に
よ

っ
て
は
支
援
物
資
が

少
な
く
口
腔
ケ
ア
グ


